
政
令
第
四
号

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
四
条
、
第
三
十
一
条
の
二
、
第
五
十
五
条
、
第
五

十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
五
条
第
一
項
、
第
六
十
六
条
第
二
項
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
イ
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第

六
号
及
び
第
七
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
腹
お
こ
し
」
を
「
腹
起
こ
し
」
に
、
「
取
り
は

ず
し
」
を
「
取
り
外
し
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
の
二
中
「
肌
落
ち
」
を
「
肌
落
ち
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
の
三
中
「
ず

は
だ

い
道
型
わ
く
支
保
工
」
を
「
ず
い
道
型
枠
支
保
工
」
に
、
「
用
い
る
型
わ
く
」
を
「
用
い
る
型
枠
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二

号
中
「
は
い
く
ず
し
」
を
「
は
い
崩
し
」
に
、
「
行
な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
行
な
う

」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中
「
型
わ
く
支
保
工
」
を
「
型
枠
支
保
工
」
に
、
「
け
た
」
を
「
桁
」
に
、
「
型



わ
く
を
」
を
「
型
枠
を
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
中
「
た
め
取
り
扱
う
作
業
」
の
下
に
「
及
び
同
表
第
二
号

に
掲
げ
る

15

物
又
は
同
号

に
掲
げ
る
物
で
同
号

に
係
る
も
の
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」

37

15

を
加
え
、
同
条
第
十
九
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
ド
ラ

ム
か
ん
」
を
「
ド
ラ
ム
缶
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
九
号
の
十
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
十
三

酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン

第
十
八
条
中
第
十
四
号
の
九
を
第
十
四
号
の
十
一
と
し
、
第
十
四
号
の
八
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
四
の
九

一
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
ブ
テ
ン

十
四
の
十

一
・
一
―
ジ
メ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

第
十
八
条
第
三
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
の
二

一
・
三
―
プ
ロ
パ
ン
ス
ル
ト
ン

第
二
十
一
条
第
七
号
中
「
取
り
扱
う
屋
内
作
業
場
」
の
下
に
「
（
同
号

に
掲
げ
る
物
又
は
同
号

に
掲
げ
る
物
で
同
号

15

37

に
係
る
も
の
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

15



第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
を
取
り
扱
う
業
務
」
の
下
に
「
及
び
同
号

に
掲
げ
る
物
又
は
同
号

に
掲
げ
る
物
で

15

37

同
号

に
係
る
も
の
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
及

15

び
第
十
二
号
」
を
「
、
第
十
二
号
」
に
、
「
取
り
扱
う
業
務
を
」
を
「
取
り
扱
う
業
務
及
び
第
十
四
号
の
二
に
掲
げ
る
物
又

は
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
物
で
第
十
四
号
の
二
に
係
る
も
の
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
業
務
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
を
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四
の
二

酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン

第
二
十
二
条
第
二
項
第
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五
の
二

一
・
一
―
ジ
メ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

第
二
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
三
酸
化
砒
素
」
を
「
無
機

ひ

砒
素
化
合
物
（
ア
ル
シ
ン
及
び
砒
化
ガ
リ
ウ
ム
を
除
く
。
）
を
製
造
す
る
工
程
に
お
い
て
粉
砕
を
し
、
三
酸
化
砒
素
」
に
改

ひ

ひ

ひ

め
る
。

別
表
第
三
第
二
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

15

酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン

15



別
表
第
三
第
二
号

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

19

の
２

一
・
一
―
ジ
メ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

19

（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
号
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
号
」
に
、
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
」
を
「
こ
の
政
令
の
施

行
の
際
現
に
存
す
る
本
邦
に
あ
る
化
学
工
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
設
備
（
配
管
を
含
む
。
）
の
接
合
部
分
に
使
用
さ
れ
る

も
の
の
う
ち
、
直
径
千
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
」
に
改
め
、
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削

り
、
同
条
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
及
び
附
則
第
五
条
か
ら
第
七

条
ま
で
の
規
定
は
、
同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



（
経
過
措
置
）

第
二
条

事
業
者
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第

十
八
号
に
掲
げ
る
作
業
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
六

条
第
十
八
号
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、

当
該
作
業
の
作
業
主
任
者
を
選
任
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
条

次
に
掲
げ
る
物
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

新
令
第
十
八
条
第
九
号
の
十
三
、
第
十
四
号
の
九
、
第
十
四
号
の
十
及
び
第
三
十
号
の
二
に
掲
げ
る
物

二

新
令
第
十
八
条
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
物
で
、
前
号
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
も
の

第
四
条

事
業
者
は
、
新
令
第
二
十
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
場
（
旧
令
第
二
十
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
作
業
場
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
作
業
環
境
測
定
を
行
う
こ
と
を
要
し
な

い
。

第
五
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百



五
十
七
号
。
次
条
に
お
い
て
「
旧
改
正
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
物
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
物
で
あ

っ
て
、
直
径
千
五
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
物
の
う
ち
、
附

則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
引
き

続
き
使
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
五
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
五
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
物
に
対
す
る
旧
改
正
令
附
則
第
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
改
正
令
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
第

十
八
条
及
び
別
表
第
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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